
○補助制度の概要

●交付額

　　経常費用と経常収益の差額の１／２を交付する。ただし、競合区間の輸送量の和が150人を超え

　るもの、あるいは平均乗車密度が５人未満の場合は補助金を減額する。
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●補助対象車両

　 で次にあげるもの

　　　①　ワンステップ型車両（スロープ又はリフト付き）

　　　②　ノンステップ型車両（スロープ又はリフト付き）

　　　③　小型車両（①及び②の類型に属さない、長さ７m以下かつ定員２９人以下の車両）

　　　※ノンステップ型車両は、原則として標準仕様ノンステップバス認定要領に基づく認定を受けた車両

●交付額

　　　補助対象購入車両減価償却費及び当該購入に係る補助対象金融費用の合計額とする。ただし、補助

　 補助対象購入車両費の額は、１両につき次の①又は②のいずれか低い額を限度とする。

　　　　①　ワンステップ型車両は1,300万円（消費税を除く）、ノンステップ型車両は1,500万円（消費税を除く）

　　　　　　 小型車両は1,200万円（消費税を除く）

　　　　②　実費購入費（消費税を除く）から備忘価額として１円を控除した額

■補助の流れ
　　　　　　６月末まで

　　　　　　計画提出

　　　　　１０月～翌年９月 運行

　　　　　　計画認定

　　　　　　９月末まで

※和歌山県地域公共交通確保維持事業費補助金交付要綱

　　・広域行政圏の中心都市またはこれに準ずる市町村に接続していること
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●補助要件

経常収益

　　　地域間幹線系統を運行するバス車両であって、地上から車両の床面までの地上高が65cm以下の車両

　　地域協議会が定めた生活交通ネットワーク計画に確保又は維持が必要として掲載された広域的・
　幹線的なバス路線のうち、次の要件をすべて満たすもの

　　・複数市町村にまたがるもの（平成１３年３月３１日現在の市町村域で決定）
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未満の場合

経常収益が１１／２０
以上の場合
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　　・１日あたりの輸送量（乗車密度×運行回数）が１５～１５０人

　　・平日１日あたりの運行回数が３回以上
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和歌山県地域公共交通
活性化協議会
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期間終了後、各バス事業者から国・
県へそれぞれ補助金交付申請


